
1 

 

④史跡-5 岩船の滝(丹生川町) 

 

 この滝の名前は、滝が落ちる岩盤のくぼみが船に似ていることに由来する。落差 20ｍで、

昔は不動滝、白糸の滝と呼ばれ、この滝に打たれて祈ると目の病気や頭痛が治ると伝えら

れている。大きな岩盤に圧倒され、量の少ない滝の落ちる水音に癒される。 

 滝の壁となっている岩石の基盤は、昔浅い海であった飛騨外縁帯の森部層という地層

で、その上に丹生川町と上宝町の境にあった大雨見火山の宮川谷層と言われる溶岩が堆

積している。 

 

 


